
国際大学留学生 お国自慢コーナー ～boast of my country～
シリーズ

第79回

レソト王国 　コマハセ ツォロ デービッド さん

私の国はこんなところ
　天空の王国として知られるレソトは、南部ア
フリカの内陸国で、南アフリカ共和国に囲まれ
ています。国全体が山脈や高山に囲まれた標高
1,400ｍ以上の場所にあります。
　山に囲まれているため、国内には大小いくつ
もの川が流れ、すばらしい景色を生みだしてい
ます。ダムや貯水池もあります。年間を通して、

景観、歴史、文化などあらゆるすばらしい体験ができます。
　特に、世界で最も過酷なオフロードバイクの耐久レース「ルーフ・オブ・
アフリカ」や「レソト夏の高山マラソン」は、国の地形を生かした有名な
レースで、どちらも急な上り坂と下り坂が特徴です。

南魚沼市に住んで感じたこと
　南魚沼での学生生活は、地域や周りのみなさんのおかげで母国にいるよう
な温かい感じがします。川や山の美しい自然に囲まれ、農作物を育てる庭や
畑を持つ家庭を見ていると、母国で同じように農業に従事し、自給自足をす
る人たちを思い出します。火渡り祭やスキー場、地域の人との交流イベント
を通し、日本の文化を学ぶ機会がありました。いつも友好的な人たちと、た
くさんの経験を楽しんでいます。

公用語 ソト語、英語
首　都 マセル
面　積 30,355㎢� （137位） 
人　口 2,230,000人

GDP（PPP） 31億ドル� （146位）
通　貨 ロチ（LSL）
※�GDPは国内総生産のことで、購買力平価
説（PPP）により算出した数値です

レソト王国

旧
を
め
ざ
す
と
同
時
に
「
対
応
は
こ
れ
で

よ
か
っ
た
か
」「
備
え
は
、
伝
達
方
法

は
？
」
な
ど
、
多
く
の
課
題
を
検
証
し
、

次
に
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
後
日
、
こ
の
堤
の
傍
ら
に
あ
る
「
堰
場

地
蔵
」
に
手
を
合
わ
せ
ま
し
た
。
い
わ
れ

で
は
、
８
０
０
余
年
の
昔
、
西
山
の
崩
落

に
よ
り
南
魚
沼
の
地
は
一
大
湖
面
と
化
し
、

そ
の
後
、
４
０
０
年
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不
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地
で
あ
っ

た
。
時
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は
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わ
り
、
郡
奉
行
大だ

い
門も

ん
与よ
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衛い

は
切
通
し
工
事
に
奮
闘
を
続
け
た
が
、

そ
の
都
度
水
泡
に
帰
し
た
、
と
。
そ
こ
に

旅
僧
が
通
り
か
か
り
「
人
柱
を
た
て
ろ
」

と
進
言
。
み
な
か
ら
請
わ
れ
、
僧
自
ら
が

土
中
に
入
り
、
そ
の
読
経
の
声
は
７
日
７

夜
続
き
つ
い
に
途
絶
え
た
と
い
う
。
以
来
、

今
日
に
至
る
ま
で
破
堤
は
な
い
と
伝
え
ら

れ
、
永
く
敬け

い
虔け

ん
に
祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
堤

が
危
う
く
な
る
と
「
地
蔵
が
汗
を
か
く
」

と
も
。

　
近
く
に
生
ま
れ
た
私
も
、
幼
少
よ
り
敬

う
よ
う
教
え
ら
れ
て
育
ち
ま
し
た
。
い
か

に
時
を
経
よ
う
と
自
然
と
人
間
の
向
き
合

い
方
は
変
わ
ら
な
い
。
あ
の
夜
、
大
汗
を

か
い
た
だ
ろ
う
地
蔵
様
は
変
わ
ら
ぬ
柔
和

な
ま
な
ざ
し
で
し
た
が
、
ど
こ
か
厳
し
さ

も
た
た
え
て
見
つ
め
ら
れ
て
い
る
、
そ
う
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な
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ま
せ
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で
し
た
。
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き

場ば

地
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の
こ
と

　
も
し
県
境
の
雨
が
長
引
き
、
支
流
域
の

雨
量
が
多
か
っ
た
ら
、
破
堤
の
惨
状
は
起

こ
り
得
た
で
し
ょ
う
。
猛
威
を
ふ
る
っ
た

台
風
１９
号
。
当
市
も
魚
野
川
流
域
の
広
範

囲
に
避
難
勧
告
を
発
令
。
水
位
が
上
が
り

続
け
、
１０
か
所
の
避
難
所
に
は
、
最
も
多

い
時
で
５
５
０
人
が
避
難
を
し
て
い
ま
し

た
。
次
は
ど
う
す
る
か
。「
避
難
指
示
」

が
妥
当
で
は
な
い
か
と
頭
を
よ
ぎ
る
。

「
姥
島
橋
下
流
で
決
壊
か
」
と
の
情
報
が

入
り
、
対
策
本
部
に
緊
張
が
走
り
ま
し
た
。

幸
い
に
も
、
ほ
ど
な
く
県
境
の
豪
雨
が

ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、
微
量
な
が
ら
魚
野
川
の

水
位
が
低
下
に
転
じ
、
や
や
安
堵
し
た
の

は
明
け
方
で
し
た
。

　
し
か
し
、
空
が
白
み
、
状
況
が
明
ら
か

に
な
り
驚
愕が

く
す
る
こ
と
に
。
姥
島
橋
下
流

の
堤
防
と
管
理
用
道
路
は
流
さ
れ
、
越え

っ
水す

い

ま
で
ま
さ
に
首
の
皮
一
枚
の
状
態
だ
っ
た

こ
と
。
石
打
地
区
の
五
十
嵐
橋
上
流
に
あ

る
、
東
京
電
力
石
打
発
電
所
敷
地
の
堤
防

が
消
え
失
せ
て
い
る
こ
と
も
判
明
。
さ
ら

に
そ
の
上
流
に
あ
る
、
平
成
２５
年
の
台
風

１８
号
で
大
破
し
、
難
工
事
の
末
に
よ
う
や

く
復
旧
し
た
取し

ゅ
水す

い
堰ぜ

き
も
再
び
全
壊
し
ま
し

た
。
総
力
を
挙
げ
て
一
日
も
早
い
完
全
復
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